
日 本 口 腔 検 査 学 会 誌  投 稿 規 程  

平 成 2 0 年 1 2 月 1 0 日 制 定  

 

 

（ 投 稿 資 格 ）  

第 1 条  投 稿 は 、 日 本 口 腔 検 査 学 会 会 員 に 限 ら ず 、 広

く 募 集 す る 。  

 

（ 原 稿 内 容 ）  

第 2 条  原 稿 の 内 容 は 、 口 腔 に 関 す る 検 査 、 口 腔 疾 患

に 関 わ る 全 身 的 な 臨 床 検 査 、 口 腔 症 状 を 有 す る 全 身

疾 患 な ら び に 検 査 に 関 す る 広 い 分 野 の も の で 、 未 発

表 の も の に 限 る 。  

２  原 稿 は 、 日 本 語 あ る い は 英 語 と し 、 総 説 、 原 著 、

臨 床 研 究 、 症 例 報 告 、 調 査 ・ 統 計 論 文 、 そ の 他 の い

ず れ か と す る 。  

 

（ 倫 理 規 程 ）  

第 3 条  ヒ ト を 研 究 （ 実 験 ） 対 象 と す る 内 容 に つ い て

は 、 ヘ ル シ ン キ 宣 言 を 遵 守 し 、 倫 理 的 に 行 わ れ 、 さ

ら に 患 者 あ る い は 被 験 者 と の 間 に イ ン フ ォ ー ム ド

コ ン セ ン ト が 得 ら れ て い な け れ ば な ら な い 。 ま た 、

動 物 を 研 究 （ 実 験 ） 対 象 と す る 内 容 に つ い て は 、 各

種 の 動 物 保 護 や 愛 護 に 関 す る 法 律 や 基 準 に 則 し て

い な け れ ば な ら な い 。 な お 、 所 属 施 設 に 倫 理 委 員 会

が 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 当 該 委 員 会 の 承 認 を 得 て

い る こ と と す る 。  

 



（ 学 会 誌 の 発 行 予 定 ・ 論 文 締 切 り ）  

第 4 条  学 会 誌 は 3 月 に 発 行 す る こ と と し （ 原 稿 締 め

切 り は 前 年 1 2 月 2 0 日 ） 、 必 要 に 応 じ て 増 刊 す る 。  

 

（ 原 稿 受 付 ）  

第 5 条  原 稿 受 付 日 は 、 原 稿 が 編 集 委 員 会 （ 事 務 局 ）

へ 到 着 し た 日 と し 、 同 委 員 会 に 到 着 し た 日 付 を も っ

て 原 稿 を 受 付 け し た 旨 を 投 稿 担 当 者 へ 通 達 す る 。  

 

（ 原 稿 の 採 否 ）  

第 6 条  原 稿 の 採 否 は 複 数 の 編 集 委 員 も し く は 査 読

委 員 に よ る 審 査 を も と に 検 討 し 、 編 集 委 員 会 で 決 定

す る 。 た だ し 内 容 、 字 句 な ど の 修 正 を 求 め る こ と も

あ り 、投 稿 規 程 に 従 わ な い 原 稿 は 受 理 し な い 。な お 、

論 文 の 受 理 が 決 定 し た 後 に 、 論 文 を 受 理 し た 旨 を 投

稿 担 当 者 へ 通 達 す る 。  

 

（ 原 稿 の 書 き 方 ）  

第 7 条  原 稿 は 、 A 4 判 用 紙 に 2 4 字 × 2 8 行 と し 、 1 2 ポ イ

ン ト 、 明 朝 体 あ る い は T i m e s  N e w  R o m a n 、 口 語 体 、

横 書 き 、 新 か な づ か い と し 、 外 国 人 名 お よ び 地 名 は

な る べ く 原 語 を 用 い 、 必 ず タ イ プ と す る 。 句 読 点 に

は 「 。 」 と 「 、 」 を 用 い 、 い ず れ も 全 角 と す る （ 図

表 も 同 じ ） 。 本 文 を 電 子 デ ー タ と し て 、 e - m a i l の 添

付 フ ァ イ ル で 送 る こ と と す る 。 そ の 際 、 文 章 デ ー タ

は M S  W o r d 、 図 表 は T I F F フ ァ イ ル に て 作 成 す る 。  

2  学 術 用 語 は 、「 医 学 用 語 」 ま た は 「 医 学 用 語 辞 典 」

（ 日 本 医 学 会 編 ） を 用 い る 。 歯 学 用 語 は 、 文 部 科 学



省 「 学 術 用 語 集 ・ 歯 学 編 」 （ 日 本 歯 科 医 学 会 編 ） を

用 い る 。  

3  文 中 の 外 国 語 は 下 記 の と お り と す る 。  

( 1 ） 人 名  通 常 姓 の み を 頭 文 字 を 大 文 字 、 以 下 を 小

文 字 と す る 。  

( 2 ） 製 品 名 、 製 造 者 名  原 語 で 記 す 必 要 が あ れ ば 、

頭 文 字 を 大 文 字 、 以 下 を 小 文 字 と す る 。  

( 3 ） 普 通 名 詞 す べ て 小 文 字 で 記 す 。  

( 4 ） 名 詞 以 外 の 語  原 語 で 記 す 必 要 が あ れ ば 、 す べ

て 小 文 字 で 記 す 。  

4  文 中 の 数 字 の 取 扱 い に つ い て 、 ア ラ ビ ア 数 字 （ 算

用 数 字 ） は す べ て 半 角 と す る 。  

5  文 中 の 項 目 を 細 分 す る 場 合 は 、 1 .  2 .  3 . … … 、 1 ) ・

2 )・ 3 ) … … 、 ( 1 ) ・ ( 2 )・ ( 3 ) … … 、 a・ b・ c … … 、 a ) ・

b ) ・ c ) … … 、 ( a ) ・ ( b ) ・ ( c ) … … の 順 に よ る も の と

す る 。  

6  単 位 、 記 号 は 一 般 に S I 単 位 を 使 用 す る 。  

7  略 号 を 用 い る 場 合 は 、 初 出 時 に 正 式 名 称 と 略 号 を

併 記 す る 。  

 

（ 論 文 の 記 述 形 式 ）  

第 8 条  各 論 文 の 形 式 は 以 下 基 準 と す る 。  

1  総 説  

編 集 委 員 が 依 頼 す る こ と を 条 件 に 、 著 者 自 身 の 研 究

を 中 心 と し て 、 そ の 分 野 全 般 に わ た る 最 近 の 進 歩 と

背 景 を 広 い 視 野 か ら 総 合 的 に 解 説 し た も の 。  

2  原 著  

研 究 の 新 規 性 （ 独 自 性 ） が 高 く 、 客 観 的 な 結 論 が 得



ら れ る も の 。な お 、論 文 構 成 は 、表 題 、抄 録 、緒 言 、

材 料 お よ び 方 法 、 結 果 、 考 察 、 結 論 、 文 献 と す る 。 

3  臨 床 研 究  

臨 床 に お け る 独 自 性 の 高 い 研 究 で 、 客 観 的 な 結 論 が

得 ら れ る も の 。 な お 、 論 文 構 成 は 、 表 題 、 抄 録 、 緒

言 、 材 料 お よ び 方 法 、 結 果 、 考 察 、 結 論 、 文 献 と す

る 。  

4  症 例 報 告  

臨 床 的 あ る い は 臨 床 検 査 学 的 に 珍 し い 症 例 や 予 期

し な い 展 開 を 見 せ た 症 例 に つ い て の 報 告 。 な お 、 論

文 構 成 は 、 表 題 、 抄 録 、 緒 言 、 症 例 の 概 要 、 考 察 、

結 論 、 文 献 と す る 。  

5  調 査 ・ 統 計  

新 し い 装 置 ・ 技 術 の 開 発 や 使 用 経 験 な ど に 関 す る も

の 。 ま た は 、 調 査 結 果 な ど を 整 理 し た 内 容 で 、 独 自

性 が 強 い も の 。 な お 、 論 文 構 成 は 、 表 題 、 抄 録 、 緒

言 、 調 査 ・ 統 計 の 概 要 、 結 果 、 考 察 、 結 論 、 文 献 と

す る 。  

6  原 著 論 文 お よ び 臨 床 研 究 は 1 0 , 0 0 0 字 以 内 、 図 表 1 0

枚 以 内 と す る 。 ま た 、 症 例 報 告 お よ び 調 査 ・ 統 計 論

文 は 8 , 0 0 0 字 以 内 、 図 表 8 枚 以 内 と す る 。  

7  論 文 の 表 題 は 簡 潔 に 内 容 を 表 し た も の で 、 2 0 字 を

こ え る 場 合 は 、 そ れ 以 内 の ラ ン ニ ン グ タ イ ト ル を つ

け る 。 副 表 題 は 内 容 を 表 し た も の を 記 載 す る 。  

8  著 者 の 人 数 は 、 原 則 と し て 定 め な い が 、 1 0 名 を 上

限 と す る こ と が 望 ま し い 。  

9  原 稿 は 、 以 下 の 順 に ま と め る 。  

( 1 ) 表 題 ペ ー ジ ： 論 文 種 別 ( 総 説 、 原 著 、 臨 床 研 究 、



症 例 報 告 、 調 査 ・ 統 計 論 文 ) 、 表 題 、 著 者 名 、 所 属

機 関 、 所 属 機 関 住 所 （ そ れ ぞ れ に 英 訳 を つ け る 。 所

属 機 関 が 異 な る 場 合 に は 著 者 名 お よ び 所 属 機 関 名

の 右 肩 に 数 字 に て 明 記 す る ）、連 絡 先（ 担 当 者 氏 名 、

住 所 、 電 話 番 号 、 f a x 番 号 、 e - m a i l ア ド レ ス ）  

( 2 ) 抄 録 は A ４ 判 用 紙 に ダ ブ ル ス ペ ー ス で 、 4 0 0 字 以

内 と し 、 目 的 、 方 法 、 結 果 、 結 論 に 分 け 、 明 確 な も

の と す る 。 ま た 、 英 文 K e y  w o r d s （ 3 ～ 5 w o r d s ） を 付

け る 。  

( 3 ) 本 文 原 稿  

( 4 ) 文 献  

( 5 ) 表 お よ び 表 の 説 明 文  

( 6 ) 図 の 説 明 文  

( 7 ) 図  

1 0 文 献 の 記 載 方 法 は 、 下 記 の と お り と す る 。 和 文 で

は 全 角 、 英 文 で は 半 角 と す る 。  

( 1 ） 文 献 は 本 文 末 尾 に 一 括 し て 引 用 順 に 記 載 し 、 同

一 箇 所 で 複 数 引 用 し た 場 合 に は 年 代 順 と す る 。  

( 2 ） 記 載 順 序 は 雑 誌 論 文 で は 、 引 用 番 号 ） 著 者 （ 全

員 と す る ） ： 論 文 表 題 、 掲 載 誌 名 、 掲 載 巻 ： 始 ペ ー

ジ ― 終 ペ ー ジ 、 掲 載 西 暦 年  と す る 。  

例  

1 ) 松 坂 賢 一 、 井 上  孝 、 天 野 高 宏 、 吉  英 介 、 中 村

社 綱 、 下 野 正 基 ： G B R に よ り 形 成 さ れ る 初 期 骨 組 織

に 関 す る 実 験 的 研 究 、 日 口 腔 イ ン プ ラ ン ト 誌 、

9 : 2 3 3 - 2 3 9 、 1 9 9 6  

単 行 本 で は 、 引 用 番 号 ） 著 者 （ 共 著 者 ） ： 書 名 、 版

数 、 出 版 社 名 、 出 版 社 所 在 都 市 名 、 始 ペ ー ジ ― 終 ペ



ー ジ 、 発 行 西 暦 年  と す る 。  

例  

1 ) 井 上  孝 、 松 坂 賢 一 ： チ ェ ア ー サ イ ド の ま ず 臨 床

検 査 か ら ガ イ ド ブ ッ ク 、 第 1 版 第 1 刷 、 デ ン タ ル ダ イ

ヤ モ ン ド ,  東 京 ,  5 - 1 0 、 2 0 0 2  

分 担 執 筆 の 単 行 本 は 、 引 用 番 号 ） 分 担 執 筆 者 （ 著 分

担 ・ 編 集 等 の 別 ）： 分 担 執 筆 の 表 題 、 編 者 ま た は 監

修 者 、 書 名 、 始 ペ ー ジ ― 終 ペ ー ジ 、 版 刷 、 発 行 者 、

発 行 地 、 発 行 西 暦 年  と す る 。  

例  

1 ) 松 坂 賢 一 （ 著 分 担 ）： 5 章  歯 の 移 動 に 伴 う バ イ オ

メ カ ニ ク ス  骨 と 歯 槽 骨 の ダ イ ナ ミ ズ ム 、 下 野 正 基 、

前 田 健 康 、 溝 口  到 編 集 、 8 7 - 9 3 、 第 1 版 第 1 刷 、 医

歯 薬 出 版 、 東 京 、 2 0 0 6  

翻 訳 （ 分 担 翻 訳 も 含 む ） の 単 行 本 は 、 引 用 番 号 ） 翻

訳 者 （ 訳 分 担 ・ 訳 の 別 ）、 分 担 翻 訳 の 表 題 、 監 訳 者 、

書 名 、始 ペ ー ジ ― 終 ペ ー ジ 、版 刷 、発 行 者 、発 行 地 、

発 行 西 暦 年  と す る 。 な お 、 単 訳 者 の 場 合 に は 分 担

翻 訳 の 表 題 は 必 要 な い 。  

例  

1 ) 松 坂 賢 一 、 井 上  孝 （ 訳 分 担 ）： 第 8 章 成 熟 歯 槽 骨

を 有 す る 適 切 な 骨 へ の 遅 延 埋 入 、 瀬 戸 睆 一 、 佐 藤 淳

一 監 訳 、 イ ン プ ラ ン ト 歯 学 の 実 際  診 断 、 外 科 、 補

綴 、 技 工 の 審 美 と 機 能 の ハ ー モ ニ ー 、 8 7 - 1 2 7 、 第 1

版 第 1 刷 、 ク イ ン テ ッ セ ン ス 出 版 、 東 京 、 2 0 0 6  

1 1  写 真 は 原 則 と し て 、 モ ノ ク ロ の 印 刷 で 、 サ イ ズ

は 手 札 判 程 度 と し 、 挿 入 箇 所 を 本 文 右 横 に 朱 書 す る 。 

 



（ 著 作 権 ）  

第 9 条  本 誌 掲 載 の 著 作 物 の 著 作 権 の 譲 渡 に あ た っ

て 、 承 諾 書 に 著 者 全 員 の 署 名 、 捺 印 （ 外 国 人 は 捺 印

不 要 ） を 行 い 、 投 稿 原 稿 と と も に 提 出 す る 。 本 誌 に

掲 載 さ れ た 論 文 等 の 著 作 権（ 著 作 財 産 権 c o p y  r i g h t ）

は 本 学 会 に 帰 属 す る 。 掲 載 後 は 本 学 会 の 承 諾 な し に

他 誌 に 掲 載 す る こ と を 禁 ず る 。 ま た 、 本 学 会 が 必 要

と 認 め た と き あ る い は 外 部 か ら の 申 請 が あ っ た と

き は 、 編 集 委 員 会 で 審 議 し 、 掲 載 な ら び に 版 権 使 用

を 認 め る こ と が あ る 。  

 

（ 複 写 権 ）  

第 1 0  条  本 誌 掲 載 の 著 作 物 の 複 写 権 、 公 衆 送 信 権 は

本 学 会 に 帰 属 す る も の と す る 。  

 

（ 掲 載 料 ）  

第 1 1  条  論 文 掲 載 に あ た っ て は 、 掲 載 料 を 徴 収 す る 。

掲 載 料 は 別 途 定 め る 。  

 

（ 校 正 ）  

第 1 2  条  著 者 校 正 は 原 則 と し て 初 校 の み と し 、 そ の

際 に は 字 句 の 著 し い 変 更 、追 加 、削 除 等 は 認 め な い 。

校 正 刷 は 所 定 の 日 ま で に 必 ず 返 却 の こ と 。  

 

（ 別 刷 ）  

第 1 3  条 別 刷 り は 印 刷 せ ず 、 ホ ー ム ペ ー ジ の P D F か ら

必 要 な 箇 所 を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と と す る 。  

 



（ そ の 他 ）  

第 1 4  条  こ の 規 程 に な い 事 項 は 、 別 に 編 集 委 員 会 で

決 定 す る 。  

 

（ 原 稿 送 付 先 ）  

第 1 5  条  原 稿 の 送 付 は e - m a i l に て 添 付 フ ァ イ ル と

し て 行 う 。  

e - m a i l  送 付 あ て 先 ： i n f o @ j s e d p . j p  

フ ァ イ ル の 総 容 量 3 M を 超 え な い よ う に 送 信 す る 。  

 

（ 補 則 ）  

第 1 6  条  本 規 程 を 改 正 す る 場 合 に は 、 理 事 会 の 承 認

を 経 な け れ ば な ら な い 。  


